
川越市の「目指す学びの形」を支える
デジタル環境の在り方と今後について

川越市教育委員会 学校教育部教育指導課 指導主事　大野 貴寛

　川越市におけるGIGAスクール構想とは「川越市小・中学生学力向上プラン」に位置付けられた学びの形を
支えるインフラとして児童生徒1人1台端末とネットワーク環境を活用することである。これまで、インフラ
としてのデジタル環境を最大限効果的に活用するため「プログラミング的思考」「情報モラル・セキュリティ」
「1人1台端末に標準装備された汎用ツール活用」に焦点を絞り、リーディングDXスクール事業を進め、事例
創出及び横展開を図ってきた。今後は「情報活用能力育成」「家庭学習」「教育データの利活用」に焦点を当て、
児童生徒の学びの深化を図っていく。

1　川越市における児童生徒の学びの形
　川越市における児童生徒の学びの形は、2020 年
度から改善を繰り返す「川越市小・中学生学力向上
プラン」（図 1参照）に示す「川越授業スタンダード」
としてまとめられている。「川越授業スタンダード」
は授業の進め方を規定するものではなく、児童生徒
1人 1 人がどのように学ぶのかに視点を当て、児童
生徒 1人 1人が学びを進める際の思考過程をまとめ
たものである。具体的な学びの段階として、「めあ
て」「見通し」「対話・協働（学び合い）」「まとめ」「振
り返り」の 5つの段階を示しており、児童生徒は 1
人 1人が学びの主体として、目的意識を持ち、自ら
選択した学び方に沿って他者との協働を通して結論
を導き、最後に自らの学び方を振り返ることで次の
学びへと歩を進める。この学び方は校種・教科・学
年を問わず、本市における全ての学びの基本的な形
となっており、中核市である本市が教育センターを
中心に実施する独自の教員研修においても前提とな
る考え方となっている。
　2020 年度末、川越市における GIGA スクール構
想は、この「川越授業スタンダード」を支える学び
のインフラとして始まった。
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図 1　川越市小・中学生学力向上プラン

出典：川越市

テーマ 教育DXがもたらす教育現場の変化

73都市とガバナンス 45

川越市の「目指す学びの形」を支えるデジタル環境の在り方と今後について

Copyright 2026 The Authors. Copyright 2026 Japan Municipal Research Center. All Rights Reserved.



2　川越市におけるGIGAスクール構想
　本市が児童生徒 1人 1台の情報端末とネットワー
ク環境という新たなデジタル環境に求めたものは、
学びを支えるインフラとしての役割であった。本市
のデジタル環境の特徴として、1人 1 台端末に標準
実装されている学習用ツールを中心に活用を進める
ものとし、サードパーティー製の学習者支援ツール
は導入しなかったことが挙げられる。そのため、導
入当初は標準実装されている学習用ツールの具体的
な活用方法が分からず、学校現場では多くの混乱が
生じる場面もあった。しかしその結果、テンプレー
トに則った画一的な学びに収まることなく、本市の
学びを支えるインフラとしてのデジタル環境の在り
方が「川越授業スタンダードの深化に向け、シンプ
ルな汎用ツールを高速な通信環境下で使い倒す」と
明確になった（図 2「ICT の力で e-授業（いい授
業）を実現しよう」参照）。ここから、児童生徒の
学びが先にあり、どのように学んでいくのかに合わ
せて汎用ツールを児童生徒が取捨選択していくとい
う学びの在り方の具体的な実現を目指していくこと
となる。

3　川越市における情報活用能力の育成
　川越市においてデジタル環境を学びのインフラと
して最大限の効果を発揮するために必要なこととし
て児童生徒の情報活用能力を伸ばすことが求められ
た。そこで本市においては第二次川越市学校教育情
報化推進計画に基づき、「プログラミング的思考」
「情報モラル・セキュリティ」「1人 1 台端末に標準
装備された汎用ツール活用」の 3点に対して取組み
を実施した。

（1）プログラミング教育指導プラン
　情報活用能力を構成する要素の一つとしてプログ
ラミング的思考が挙げられる。プログラミング的思
考に関連する学習は、中学校においては技術家庭の
技術分野において位置づけられている。他方で小学
校段階においては、理科や算数の一部の学年の学
習指導要領解説において例示されているに過ぎな
い。そこで本市においては、例示された学年や教科
以外にプログラミング的思考を育成しやすい単元を
選定し、「プログラミング教育指導プラン」（図 3参
照）として系統表を作成した。系統表は学習指導要

の力で 授業（いい授業）を実現しよう
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図 2　ICT の力で e-授業（いい授業）を実現しよう
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領解説で例示された 5年生算数における「多角形」
と 6年生理科における「電気の利用」への接続を意
識し、5年生算数につながるブロックプログラミン
グと 6年生理科につながるmicro:bit 活用を基本と
して構成されていることが特徴である。具体的に
は、導入場面として低学年の生活科等におけるプレ
ゼンテーション、習得場面として 3年生音楽の和音
の生成や 4年生算数の角度の描画等において実際に
ブロックプログラミングを行うこととしている。ま
た、3年生理科の通電テスター作成や 4年生図工の
ライト製作等においてはmicro:bit の機能を順に習
得していくこととし、6年生理科での実践へとつな
げている。この「プログラミング教育指導プラン」
は、各校で作成している児童生徒への指導内容をま
とめた年間指導計画に反映することで具体的な指導
へとつなげている。なお、プログラミング的思考に
ついて指導方法や留意点等について本市教員同士で
共通理解を図るため、本市教員に対してプログラミ
ング教育に関する研修動画を整備し、オンデマンド

研修教材として活用している。また、学習で使用す
るmicro:bit についても全校で使用できるよう必要
数の整備を行うことで、教員及び教材というハード
面での整備と学習内容を系統立てて明確化するとい
うソフト面での整備を行い、本市のプログラミング
的思考の育成へと繋げている。

（2）情報モラル・セキュリティ指導カリキュラム
　情報活用能力を構成する二つ目の要素として情報
モラル・セキュリティに関する理解が挙げられる。
GIGAスクール構想を通して児童生徒に対して 1人
1台の情報端末が整備された際、児童生徒自身が情
報端末との適切な関わり方を自ら調整する必要性が
生まれた。そこで本市では、小・中学校 9年間それ
ぞれの発達段階において身に付ける必要のある情報
モラル・セキュリティに関する資質・能力をまとめ、
「情報モラル・セキュリティ指導カリキュラム」（図
4参照）を作成した。指導カリキュラムでは 1年毎
に 3つのテーマを設定することで全 27 テーマを小・

図 3　プログラミング教育指導プラン

 低学年 3年生 4年生 5年生 6年生 中学校

教科
生活科を

中心とした教科
理科 音楽 算数 図工 算数 理科

技術家庭

（ 技術分野）

教材 

題材
Scrat ch

（ 春を見つけたよ）
micr o: b i t

（ 通電テスターを作ろう ）

Scr at ch
（ 3つの音でお 子 

の旋律作り ）

Scr at chまたは 

LINE ent r y
（ 角をプログラミ ン 

グで作図しよう ）

micro: b i t

Scr at ch

（ 夢いろランプ）

Scr at chまたは

プログル
（ 正多角形の作図）

micro: b i t
（ 電気の利用）

双方向性のある 

コンテンツのプ 

ログラミ ングに 

よる問題解決

計測・ 制御のプ 

ログラミ ングに 

よる問題解決

ね

ら

い

撮影した写真を 

Scrat chによって 

切り替えながら表 

示することで 

Scrat chの基本操 

作について学ぶと  

と もに、 「 順次」  

の考え方について 

知ることができ 

る。

micro: b i t を使って

通電テスタ ーを作

る活動を通し て、

条件分岐について

知ると と も に、 身

近な材料に電気が

通るかを数多く 調

べるこ と で、 教科

の学びを更に深い

も のと するこ と が

できる。

旋律の音の動きや

始め・ 終わり の音

に着目し た旋律の

つく り 方について

思いや意図をも つ

と と も に、 試行錯

誤し ながら 旋律を

作り 、 それを楽器

で演奏するこ と が

できる。

角の大きさについ 

て関心をもち、 角 

の大きさについて 

の豊かな感覚をも  

てるよう にする。

思いをもちながら  

取り組み、 自分の 

表現したい色やそ 

の順番、 タイミ ン 

グをプログラミ ン 

グによって表現す 

ることができる。

正多角形の作図を 

通して、 正多角形 

の性質について理 

解を深めるととも  

に、 プログラミ ン 

グによって素早く  

正確に正多角形の 

作図が行えること  

に気付く 。

身の回りにはセン 

サーを活用したプ 

ログラムがあるこ  

と を知り 、 その簡 

単な仕組みを再現 

しよう とする。

問題を見いだして 

課題を設定し、 使 

用するメ ディ アを 

複合する方法とそ 

の効果的な利用方 

法等を構想する 

（ 設計） 。  

情報処理の手順を 

具体化するととも  

に、 制作の過程や 

結果の評価、 改善 

及び修正について 

考える（ プログラ  

ミ ング） 。

問題を見いだして 

課題を設定し、 入 

出力されるデータ  

の流れを元に計 

測・ 制御システム 

を構想する（ 設 

計） 。  

情報処理の手順を 

具体化するととも  

に、 制作の過程や 

結果の評価、 改善 

及び修正について 

考える（ プログラ  

ミ ング） 。

手順

春（ 他の季節や題 

材でも可） 探しを 

し 、 見つけたもの 

を端末のカメ ラア 

プリ で撮影する。

Scrat chのプロジ 

ェ クト を作成し、  

コスチュームをク  

リ ッ クしたときに 

別の写真となるよ 

う にプログラミ ン 

グをする。

必要に応じて説明 

を付け加える。

発表会を行う 。

1 .

2 .

3 .

4 .

micro: b i tのプログ 

ラミ ングのしかた 

を覚えるために、  

「 アイコンを表 

示」 を使ってアニ 

メ ーショ ンを作 

る。

「 P0が短く タ ッ プ 

されたとき」 のブ 

ロッ クを用いて、  

電気が流れたとき 

に表示するアイコ  

ンを変えるプログ 

ラムを作る。

必要に応じて音を 

付け加える。

自分の調べたいも  

のを通電テスター 

によって調べる。

1 .

2 .

3 .

4 .

お 子について知 

る。

ラド レの音を使っ  

て、 お 子の旋律 

を作ることを知 

る。

Scrat chを用い 

て、 ラド レの音を 

使ったお 子の旋 

律を作る。

友だちと聴きあっ  

たり 、 繋げて演奏 

させたり する。

リ コーダーやキー 

ボード などの楽器 

で演奏する。

他の学年でも実施 

する。 （ 4年生は5 

音、 5年生は日本の 

音階、 6年生はハ長 

調の和音）

1 .

2 .

3 .

4 .

5 .

6 .

分度器を使った角 

の描き方をふり 返 

る。

カメ のキャラクタ  

ーが道から落ちな 

いよう に移動させ 

るプログラムを作 

ることを知る。

曲がり角で曲がる 

角度を考えなが 

ら、 カメ のプログ 

ラムを作成する。

1 .

2 .

3 .

カラーセロハンな 

どを活用して、 自 

分のランプシェ ー 

ド を作成する。

micro: b i t （ LEDを 

赤く 光らせる）  

や、 Scrat ch（ 画 

面を光らせる） の 

プログラムを作成 

する。

中間発表会を行 

う 。

友だちの良かった 

と ころを見つけ、  

改良する。

鑑賞会を開く 。

1 .

2 .

3 .

4 .

5 .

分度器とコンパスを用 

いて、 6角形を作図す 

る。

Scrat ch（ プログル）  

で正方形を作図する。

正三角形を作図し、 内 

角ではない指定方法で 

角度を指定することを 

理解する。

同じことを繰り 返して 

いることから、 n角形 

なら n回繰り 返すとプ 

ログラムすれば良いこ  

とに気付く 。

繰り 返す回数と回す角 

度の積が360になる法 

則を導く 。

プログラミ ングを用い 

ると 、 速く 正確に図形 

を描く ことができるこ  

とを確認する。

辺の長さや角の大きさ  

が等しいという 正多角 

形の性質をまとめる。

1 .

2 .

3 .

4 .

5 .

6 .

7 .

電気を無駄遣いし  

た経験をふり返 

る。

身近な電気の無駄 

遣いを解決すると  

いう 課題をつか 

む。

どのセンサーをど 

のよう に用いれ 

ば、 課題が解決で 

きるのか考える。

実際にプログラミ  

ングを行う 。

身の回り には他に 

もセンサーを用い 

たプログラミ ング 

があることについ 

て知る。

1 .

2 .

3 .

4 .

5 .

身近な問題を双方向性のあるコンテンツのプ

ログラミ ングや計測・ 制御のプログラミ ング

によって解決する課題をつかむ。

要件定義を行い、 システムの構想をする。

実際にプログラミ ングを行った後、 評価、 改

善・ 修正について考える。

1 .

2 .

3 .

※教科書ではチャッ ト システムの制作やセンサー

ライト の制作などが例示されている。 教科書会社

のサービスが利用できるが、 各校の実態に応じて

取り組むこと 。

※この学習では、 5年生社会「 我が国の情報と産

　 業との関わり 」 （ ブロッ クプログラミ ングによ

　 る解決） 、 5年生算数「 正多角形の作図」 、 6年

　 生理科「 電気の利用」 （ micro: b i tのセンサー

　 による入出力） の学習内容が生かされる。

川越市 プログラミ ング教育 系統表
川越市教育委員会

この系統表は、 各学年で最低限取り組むべき内容について記載してあるものであり、 各学校におけるカリキュラム構成を制限するものではありません。
監修： 宮城教育大学教育学部　 安藤 明伸　 教授

協力： NPO法人タイプティ ー

出典：川越市
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中学校 9年間で学習する構成となっている。また 1
テーマにつき、授業 1時間での実施を想定しており、
総合的な学習の時間や道徳で取り扱うものとしてい
る。具体的には総合的な学習の時間における探究活
動を行う際、調査・研究に向けたオリエンテーショ
ンとして本カリキュラムの 1テーマを取り扱う。情
報モラル・セキュリティの知識として「情報の真偽
の判断」や「情報発信に向けた留意点」等について
学んだうえで、児童生徒が探究活動を行うことで、
情報モラル・セキュリティに関する知識を実践の中
で活用する経験を積み重ねていく。また、各学年の
カリキュラムには道徳で取り扱う内容を 1時間ずつ
組み込んでいる。1人1台の情報端末活用が進むこと
で、情報端末活用は児童生徒にとって日常となった。
そのため、道徳の中で日々の学校生活の中で誰もが
遭遇する状況をテーマとして情報モラル・セキュリ
ティに係る内容を取扱うことで情報端末との適切な
関わり方を意識的に身に付けていくことができる。
なお、情報モラル・セキュリティ指導カリキュラム
は、本市教員に対する研修でも一部を取り入れてお
り、教員は自ら児童生徒に指導する内容を児童生徒
役として疑似的に学ぶ経験をする。この研修を通し
て、教員は情報端末を使用制限することなく、情報

端末との適切に関わり方を身に付けることが必要だ
と実感することとなる。また本カリキュラムは様々
なインターネット上の教材を組み合わせて作成され
ており、教員が授業実施において行う必要のある準
備を最小限となるように設計している。これは、情
報モラル・セキュリティに関する知識や考え方が技
術の進歩の中に伴い変化していくものであるため機
動的なカリキュラム変更を可能とすること、全ての
学校、全ての学年での実施障壁を限りなく低くする
ことが目的である。1人1台の情報端末を学習のイン
フラとして活用していくため、情報モラル・セキュ
リティカリキュラムによる取組みを通して、その活
用効果の最大化とリスクの最小化を図っている。

（3）リーディングDXスクール事業
　本市におけるGIGAスクール構想として「川越授
業スタンダードの深化に向け、シンプルな汎用ツー
ルを高速な通信環境下で使い倒す」を実現するため
には 1人 1台端末に標準装備された汎用ツールをど
のように活用していくか、その事例創出と横展開が
必須であった。そこで、2023 年度から 3年間に渡っ
て実施された文部科学省リーディングDXスクール
事業に参加し、本市における事例創出・横展開を進

図 4　情報モラル・セキュリティ指導カリキュラム
「情報モラル・情報セキュリティ」指導カリキュラム 令和５年２月

校種
学年 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

【カリキュラム№】1-1
【資料】
学研教育みらい「新・みんなのどうとく１」P.74
大切なきまり

【想定される教科】
道徳

【ねらい】
情報に関する約束やきまりについて考えることを通し
て、公共物を使うときに大切にしたいことに気付き、
約束や決まりをしっかり守ろうとする判断力を育て
る。（規則の尊重）

【カリキュラム№】2-1
【資料】
学研教育みらい「新・みんなのどうとく２」P.132
みんなのニュースがかり

【想定される教科】
道徳

【ねらい】
過ちを認め、自分がよいと思うことを進んで行おう
とする判断力を育てる。（善悪の判断、自律、自由
と責任）

【カリキュラム№】3-1
【資料】
学研教育みらい「新・みんなのどうとく３」P.130
家のパソコンで

【想定される教科】
道徳

【ねらい】
危険から身を守るために約束やきまりがあること
を考えさせ、自分勝手な行動を慎み、約束やきま
りを守って安全に過ごそうとする態度を養う。
（規則の尊重）

【カリキュラム№】4-1
【資料】
学研教育みらい「新・みんなのどうとく４」

カマキリ

【想定される教科】
道徳

【ねらい】
よく考えて正しいと判断したことは、周りに流
されることなく、自信と責任をもって行おうと
する実践意欲を高める。（善悪の判断、自律、
自由と責任）

【カリキュラム№】5-1
【資料】
学研教育みらい「新・みんなのどうとく５」P.136
アップするの？

【想定される教科】
道徳

【ねらい】
周囲や相手の状況を踏まえて行動することの難しさ
やよさについて、自律的に判断し、責任のある行動
をする態度を養う。（善悪の判断、自律、自由と責
任）

【カリキュラム№】6-1
【資料】
学研教育みらい「新・みんなのどうとく６」

会話のゆくえ

【想定される教科】
道徳

【ねらい】
物事の善悪について的確に判断し、集団として
の規則やルールを守ることが大切であることを
知り、責任と規律ある行動を取ろうとする態度
を養う。（善悪の判断、自律、自由と責任）

【カリキュラム№】1-2
【資料】
経済産業省　STEAM Library　HP
”じぶんの”パソコンをまなびにつかうってどういう
こと？

【想定される教科】
生活科・特別活動

【ねらい】
配付されたパソコンを、自分の文房具の一つとして大
切に活用しようとする。

【カリキュラム№】2-2
【資料】
経済産業省　STEAM Library　HP
”じぶんの”パソコンとじょうずにつきあうには？

【想定される教科】
生活科・特別活動

【ねらい】
家庭へパソコンを持ち帰ったときに、パソコンを
使って宿題や自身の学習をしたり、自分の趣味で
使ったりする際に、起こりうる様々なトラブルに対
して、その対応の仕方を考えることを通して、パソ
コンと上手に付き合う（安心して有効に活用する）
ための方法を理解することができるようにする。

【カリキュラム№】3-2
【資料】
経済産業省　STEAM Library　HP
メディアの使い方、自分でバランスをとるには？

【想定される教科】
総合的な学習の時間・特別活動

【ねらい】
自分に最適なメディアバランスを考えて、健康に
メディア（パソコンやネット）を利用することが
できるようにする。

【カリキュラム№】4-2
【資料】
経済産業省　STEAM Library　HP
ネットでのやりとり、どうすれば相手にうまく
伝わる？

【想定される教科】
総合的な学習の時間・特別活動

【ねらい】
オンラインのやりとりで、なぜトラブルが起き
るのかについて考え、その対策を練ることを通
して、自分の役割を自覚し、責任をもった発信
をする大切さを学び、よりよいオンラインの関
係を築くことができるようにする。

【カリキュラム№】5-2
【資料】
経済産業省　STEAM Library　HP
責任ある発信ってどういうこと？

【想定される教科】
総合的な学習の時間・特別活動

【ねらい】
情報の創造者として、自分の思いを大切にしつつ、
周りへ配慮を考えることを通して、責任をもった発
信ができるようにする。

【カリキュラム№】6-2
【資料】
メディア・リテラシー情報サイト　HP
9.「賛成・反対どちらの立場か？」に注目し
て、発信者の情報を読み取ろう

【想定される教科】
社会・総合的な学習の時間・特別活動

【ねらい】
賛成・反対どちらの立場かに注目し、テーマに
関する複数の情報を読み取り、自分の意見を述
べることができる。（学習に関わるメディアを
多面的・多角的に捉える能力）

【カリキュラム№】1-3
【資料】
ネット社会の歩き方　HP
「101.みんなで使うものだから」

【想定される教科】
生活科・特別活動

【ねらい】
・「ID」や「パスワード」の意味や役割を知り、正し
く安全に運用しようとする。
（・ネットワークを用いたファイル共有やコミュニ
ケーションの良さに気づく。）
（・ネットワークを安全に使うためには参加している
一人一人が集団を意識して使う。）

【カリキュラム№】2-3
【資料】
ネット社会の歩き方　HP
「14.肖像権に気をつけて」

【想定される教科】
生活科・特別活動

【ねらい】
・「肖像権」とはどのような権利かを知る。
・どのようなケースから「肖像権」の侵害になるの
かを知る。
・「肖像権」を侵害しないための姿勢を身につけ
る。

【カリキュラム№】3-3
【資料】
メディア・リテラシー情報サイト　HP
7.「発信者の情報があるか？」に注目して、Web
サイトを選ぼう

【想定される教科】
社会・総合的な学習の時間・特別活動

【ねらい】
発信者の情報があるかに注目して、テーマを調べ
るために信らいできる Web サイトを選ぶことがで
きる。（学習に関わるメディアを多面的・多角的
に捉える能力）

【カリキュラム№】4-3
【資料】
メディア・リテラシー情報サイト　HP
4.新聞を読むときのポイントを考えよう

【想定される教科】
国語・総合的な学習の時間・特別活動

【ねらい】
新聞記事から情報を読み取る際には、見出しと
写真だけでなく記事に書かれている内容を読む
ことの必要性を理解することができる。（学習
に関わるメディアの特徴を理解して、読み解く
能力）

【カリキュラム№】5-3
【資料】
メディア・リテラシー情報サイト　HP
5.Webサイトの情報を事実と意見に分けよう

【想定される教科】
国語・総合的な学習の時間・特別活動

【ねらい】
調べ学習をする際に、事実と意見に分ける活動を通
して、メディアの発信する情報が、送り手の意図に
よって構成されていることを理解し、テーマついて
まとめることができる。（学習に関わるメディアの
特徴を理解して、読み解く能力）

【カリキュラム№】6-3
【資料】
メディア・リテラシー情報サイト　HP
16.説明する相手によって表現方法を工夫して、
スライドを作ろう

【想定される教科】
社会・総合的な学習の時間・特別活動

【ねらい】
グループ内でそれぞれが違った相手に向けて同
じテーマのスライドを作成することを通して、
説明する相手によって表現方法が変わることに
気付き、テーマについてまとめることができ
る。（メディアで考えを表現したり、コミュニ
ケーションしたりする能力）

小学校

出典：川越市
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めることとした。本市環境における事例創出の中心
を担う指定校として、2023 年度は川越市立川越西
小学校・川越市立川越西中学校、2024 年度は川越
市立大東東小学校・川越市立大東中学校、2025 年
度は川越市立高階西小学校・川越市立高階西中学校
をそれぞれ指定し具体的な事例創出の拠点とした。
また横展開の方法として年度ごとに専用ポータルサ
イトを作成し、授業や研修に関する動画や資料の共
有を図ることとした。具体的な事例創出の手順は以
下のとおりであり、授業改善を主眼としたものであ
る。①川越市小・中学生学力向上プランに基づいた
授業プランを構想し、②構想された授業プランにお
いて児童生徒が教科の見方・考え方を働かせるべき
にもかかわらず、課題がある場面を抽出する。その
後、③課題となっている場面において、教科の見方・
考え方を最も働かせることにつながる 1人 1台端末
の活用方法を検討する。この手順に基づき、指定校
では本市環境で実施可能な授業改善に取り組み、1
人 1 台端末に標準装備された汎用ツールの活用パ
ターンを創出していった。授業改善に取り組む教員
一人ひとりが、どうやって 1人 1台端末を活用しよ
うと考え始めるのではなく、よりよい授業にするた
めに改善すべきことは何かと考えることで 1人 1台
端末の活用という手段を目的化することなく、児童
生徒の学びの在り方を考えることができるように
なったことは本市におけるリーディングDXスクー
ル事業の成果である。また、当然のことではあるが、
実践事例を積み重ねる過程で、児童生徒は情報端末
に触れる機会が格段に増大していった。この機会確
保により児童生徒の情報端末を扱う入力や操作に関
する基本的なスキル向上に大きな効果が見られた。
情報端末を扱うことが児童生徒にとって、特別なこ
とでも面倒なことでもなくなったこともリーディン
グDXスクール事業の効果として現場の教員が実感
している。

4　川越市における授業の実践事例
　リーディングDXスクール事業を通した事例創出
を繰り返す中で、本市の学びの形である「川越市
小・中学生学力向上プラン」に示す「川越授業スタ
ンダード」の 5つの段階ごとに様々な実践事例が生
み出された。以下は具体的な実践事例の一部である。

（1）「めあて」段階の実践事例
　「川越授業スタンダード」において「めあて」は
児童生徒が学習に対して目的意識を持つ段階で
ある。

　本市の小学校 1年生、道徳で行われた事例では、
学ぶ対象に対する現時点の認識と具体的な行動を授
業の最初に教室内で 1人 1台端末を通じて調査し、
認識と行動には差異があることを共通理解した（図
5参照）。児童はなぜ認識を行動に移すことができな
いのかについて客観的な情報をもとに学びにいかし
ていくことができた。クラウド環境の即時性を生か
したシンプルかつ効果的な実践であったと言える。

（2）「見通し」段階の実践事例
　「川越授業スタンダード」において「見通し」は
児童生徒が学び方を選択する段階である。
　本市の小学校 5年生、社会で行われた事例では、
これからの学習の流れについて 1人 1台端末を通じ
て共有し、児童が自らの学び方を決定していった。
この際、児童に提示された学習の流れには、学習過
程で使用する動画や図版等の資料、他の児童の学習
状況を把握できるフォルダへのリンクが記載されて
おり、具体的な学びのイメージを児童が持つことが
できるようになっていた（図 6参照）。また、この
資料は学習が進む中で随時更新されていき、常に児
童の学びの現在地を把握するために機能することと
なった。1つのデータを共有することで更新を容易
にすること、リンクの掲載で複数の情報を統括でき
ることというクラウド環境を生かした実践である。

（3）「対話・協働（学び合い）」段階の実践事例
　「川越授業スタンダード」において「対話・協働
（学び合い）」は児童生徒が自らの考えをもとに他者

図 5　児童に提示された調査結果

出典：川越市
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とやり取りをすることで、より自分の考えを深めて
いく段階である。
　本市の小学校 6年生、社会で行われた事例では、
児童が自らの考えをプレゼンテーションソフト上で
まとめており、他の児童はコメント機能を使用しそ
の考えに対する助言や疑問を投げかけることで互い
の考えの相違点を意識しながら自らの考えを深めて
いった（図 7参照）。児童 1人 1 人が常に他の児童
がどんな学びをしているかを参照できる状況をつく
ることで、誰とどんな内容で協働したいかを児童自
身が選択できるようになっている。同一データにつ
いて権限を変えて共有することができるというクラ

ウド環境を生かした実践である。
　また、本市の小学校 1年生、生活で行われた事例
では、児童が自ら製作した作品を写真で撮影し、他
の児童も確認できるようにクラウド上で共有するこ
とで、互いの作品の工夫や発想を参考にすることが
できるようにした（図 8参照）。写真や動画を活用
することで学びを共有しやすくした実践である。

図 6　児童に提示された学習の流れ

出典：川越市

図 7　児童による学び方の共有

出典：川越市

図 8　児童による成果の共有

出典：川越市
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（4）「まとめ」段階の実践事例
　「川越授業スタンダード」において「まとめ」は
児童生徒の学びを通して得られた結論を確認する段
階である。
　本市の小学校 4年生、社会の時間で行われた事例
では、児童 1人 1人がそれぞれ調査した内容につい
て比較することで相違点と類似点を明らかにしてい
き、それぞれの気づいた相違点・類似点を共有する
ことで、全体としての学びの結論を導き出していっ
た（図 9参照）。学びの過程や個々の分析について
クラウド環境を通して常に参照できる状態にしたこ
とで個の学びを全体の結論へとつなぐことができた
実践である。
　また、本市の小学校 5年生、理科の時間で行われ
た事例では、児童 1人 1人が実験の結果を受けて考

察した内容について、クラウドを通じて共有された
学びの流れを示した図に随時書き足していった（図
10 参照）。その結果、学び全体を振り返りながら、
何がわかったか、どのように考えたのかを 1つの結

図 9　児童によるまとめ

出典：川越市

図 10　学級全体で実施したまとめ

出典：川越市
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論としてまとめていくことができた。これは 1つの
データに対して任意のタイミングで複数の児童が情
報を追加できるというクラウド環境を生かした実践
である。

（5）「振り返り」段階の実践事例
　「川越授業スタンダード」において「振り返り」
は児童生徒が自らの学び方を見返すことで、学び方
を意識し、次の学びへとつなげていく段階である。
　本市の中学校 3年生、数学で行われた事例では、
生徒が自らの学びの達成状況や課題について表計算
ソフト上でまとめることで、生徒自身が自らの学び
を客観的に把握する機会を設けた（図 11 参照）。年
間を通じてデータを残すことで生徒は自らの学び方
の傾向を把握することができるようになった。デー
タ保管が容易にできるというクラウド環境を生かし
た実践である。

5　川越市における教育のこれから
　児童生徒 1 人 1 台の情報端末とネットワーク環
境という本市における学びのインフラが整備され
て 2025 年度末をもって 5年が経過することとなる。
情報端末やネットワーク機器の更新等、ハード面の
整備を前提としつつ、本市におけるこれからの教育
の在り方には 3つのポイントが想定される。

（1）情報活用能力の育成
　GIGAスクール構想から 5年。本市では情報端末
との適切な関わり方やプログラミング的思考、汎用
ツールの使い方等、情報活用能力を構成する要素を
個別に育成してきた。しかし 2025 年 9 月 5 日に中

央教育審議会教育課程企画特別部会から示された教
育課程企画特別部会「論点整理（素案）」では情報
活用能力の抜本的向上について言及している。本市
においても新たな学習指導要領を見据え、情報活用
能力を更に体系的に育成していく必要がある。

（2）家庭学習の促進
　現在、児童生徒 1人 1台の情報端末が学びのイン
フラとして位置付いたことで、家庭での学びと学校
での学びが連続したものへと変化してきている。本
市では家庭での学びについて、本市の学びを規定す
る「川越市小・中学生学力向上プラン」と対をなす
「川越市小・中学生学力向上プラン（家庭学習版）」
（図 12 参照）において、学校での学びが家庭の学び
へ、家庭の学びが学校での学びへと連続するもので
あると示し、連続性のある学びを推進している。特
に 1人 1台の情報端末から資料や課題等、様々なク
ラウド上のデータにアクセスできる環境を十分に生
かした広がりや深まりのある学びを進めることが児

図 11　生徒による振り返り

出典：川越市
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図12　川越市小・中学生学力向上プラン（家庭学習版）

出典：川越市
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童生徒の学びの質を高めていくものと考えている。

（3）教育データ利活用
　児童生徒自身の学び方が変わるということは、教
員の授業における役割が変わるということであっ
た。教員は自身の経験から授業を構成するだけでな
く、児童生徒の学びについて情報端末を通して把握
し、次の授業へと反映していく。こうして、児童生
徒の学び方を起点に、学校の在り方も変化してきて
いる。この変化の過程で、児童生徒の現在の学びの
状況を含めた、従来であれば確認の方法がなかった
多種多様かつ大量の児童生徒の学びに関する情報を
望めば手に入る環境が整いつつある。教員個人が分
析・活用するにはあまりに膨大な情報だからこそ、
その効果的な活用方法について体系立てていくこと
が必要であり、教育データの利活用は避けては通れ
ない次のステップである。またこの教育データは一
教員だけでなく、管理職や行政職員にとっても学校
を把握する大きな武器となることが想定される。学
びのインフラが継続活用を通じて、教育行政のイン
フラへと発展することを期待している。
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